
  

 

 

 

 

そら組 2年ぶりの宿泊研修は、広島県の 2大観光地を訪れます。 

大和ミュージアムでは戦艦ヤマトが 10/1のスケールで再現展示され、軍港のまち呉の歴史や造船

技術などを紹介します。国定公園帝釈峡は、中国山地に位置する広島県を代表する景勝地で、国の

名勝に指定、日本百景の一つとされ、全長 18㎞に及ぶ峡谷です。遊覧船でゆっくり紅葉や渓谷美

を楽しみ、渓谷沿いの散策も楽しみたいと思います。 

 

１．実 施 日：2021年 11月 11日(木)～12日(金) 

２．集合場所：JR新大阪駅 1階中央階段付近  

３．集合時間：午前７時 50分(8時出発)時間厳守！ 

４．参 加 費：15,000円 

５．利用バス：大型バス 2台                                                   

６．宿泊施設：かんぽの郷庄原（〒727—0004広島県庄原市新庄町 281—1 TEL：0824—73—1800） 

７．持 参 品：初日の昼食（高速道ＳＡで購入可）、飲み物、敷物、雨具、着替類、常用薬、 

        健康保険証、ハイキングスタイル、防寒着、サブザック、マスク 

８．一日目行程： ⇒：バス利用  …：見学・散策など 

新大阪⇒ 中国・池田 IC⇒ 三木 SA（休憩）⇒ 吉備 SA（休憩）⇒ 小谷 SA（昼食）⇒高屋

JCT⇒ 阿賀 IC⇒ 呉市海事歴史科学館（大和ミュージアム）見学⇒ 呉 IC⇒ 広島東 JCT⇒ 

安佐 SA通過⇒ 三次 IC⇒ 三次ワイナリー(試飲･買物)⇒ かんぽの郷・庄原着 17:30頃 

（夕食・宿泊） 

９．二日目行程： ⇒：バス利用  …：遊覧・散策  

朝食 7：00～出発 8：30頃(弁当配布)                                

かんぽの郷庄原 ⇒ 庄原 IC ⇒ 中国道 ⇒ 東城 IC ⇒ 県道 25 ⇒ 神龍湖・遊覧船で 

紅葉鑑賞（約 40分）⇒ 県道 23 ⇒ 上帝釈駐車場 … 鬼の唐門 … 雄橋(昼食) … 

断魚渓 … 駐車場へＵターン… 駐車場 ⇒ 東城ＩＣ ⇒ 勝央 SA（休憩）⇒  

赤松 PA（休憩）⇒ 池田 IC ⇒ 梅田 IC ⇒ JR大阪駅付近（解散）17:30頃を予定 

10．参加費徴収：  

参加費 15,000円を 10月 22日に徴収します。 

   参加申込者は、各班長さんまでご持参ください。 

（各班で徴収後、会計の 4班橋本さんへお渡しください） 

11． 備  考： 

   ・行程の進捗状況、交通渋滞、天候等でコース変更 

する場合が有ります。 

   ・キャンセルの場合、その実損発生が有ればご負担 

お願いします。 

 
神龍湖遊覧 

大和ミュージアム 

https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=http%3A%2F%2Foutdoor-holiday.cocolog-nifty.com%2Fblog%2F2014%2F11%2Fpost-f336.html&psig=AOvVaw1YGuaUG2WXU9Wigdw_Mkvk&ust=1626610585319000&source=images&cd=vfe&ved=0CAcQjRxqFwoTCOjTj-2K6vECFQAAAAAdAAAAABBK
https://www.google.co.jp/url?sa=i&url=https%3A%2F%2Fwww.jalan.net%2Fkankou%2Fspt_34542ee4610068972%2Factivity_plan%2F&psig=AOvVaw0vf_4WNgc2pI8zd-BXgyVN&ust=1626612418018000&source=images&cd=vfe&ved=0CAcQjRxqFwoTCJC_4NWR6vECFQAAAAAdAAAAABAJ


12．資  料： 

 

 

１日目   １１月１１日（木） ２日目   １１月１２日（金） 

昼 

食 

場 

所 

小谷 SA【下り】 
東広島市にある山陽
自動車道の小谷 SA。
地元・西条酒蔵通り
に並ぶ白壁土蔵をモ

チーフにした建物は、

ガラスを多用し、開放

的で爽やかな雰囲気。

四季の花が楽しめる花
壇のあるミニ広場な
どもあり、ドライブ
の合間の息抜きにも
最適。 

 

 

 

 

 

遊 

覧 

船 

乗 

船 

神 龍 湖 

国定公園帝釈峡内に

位置する周囲 24km、

全長 8kmの人造湖。 

春の新緑、夏の納涼

や秋の紅葉と、湖上

の遊覧船から渓谷散

策を楽しむことがで

きる。帝釈峡の中心

として年間 70万人

が訪れる一大観光地

となっている。 

 

•  

 

 

 

 

 

 

見 
 

学 

大和ミュージアム 
日本一の海軍工廠の
街として栄え、戦艦
「大和」を建造した
軍港、呉の歴史や造
船・製鋼を始めとし
た科学技術を紹介す
る博物館。 
 館内には、戦艦「大
和」を 10分の 1スケ
ールで再現した巨大
模型が展示されてお
り、間近で見学する
ことができる。 

 

 

 

 

 

帝 
 

釈 
 

峡 
 

散 
 

策 
鬼の唐門 

古い時代の鍾乳洞が

崩落し、高さおよそ

8メートルの門は洞

窟の入り口部分だけ

が天然の橋となって

残っており、通り抜

けることができる。

さらに門の上には 4m

の穴「鬼の窓」があ

る。 

•  

 

 

 

 

 

 

 

 

試 

飲
・
買
い
物 

三次ワイナリー 
果物の栽培が盛んな

「三次市」と「世羅

町」では、地元産の

ブドウを使ったワイ

ン造りが行われてい

る。その土地独特の

気候風土や水に恵ま

れた環境とともに、

醸造家の努力によっ

て高品質なワインを

提供している。 

 

 

 

 

 

 

雄橋(おんばし) 
全長 90m・幅 18m・
厚さ 24m・川底から
の高さ 40mで、世界
でも類を見ない石灰
岩の天然橋。渓水の
浸食により、巨大な
岩盤の下部が長い年
月をかけて貫通して
出来た。この橋を架
けたのは「神様」又
は「鬼」ともいわ
れ、神秘的な佇まい
を留めている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宿 
 

泊 

かんぽの郷・庄原 
小高い丘に立地し、

全室南向きの明るい

空間がやすらぎの時

を演出してくれる。 

満天の星を眺める露

天風呂をはじめ、14

種類の浴槽を堪能で

きる。また、里山の

滋養豊かな食材を使

った料理も楽しむこ

とができる。 

 

 

 

 

 

断魚渓 

帝釈峡で最も急流を
成すところ。これ以
上、魚が遡上できな
いという意味で断魚
渓と呼ばれている。
太古の時代に海底火
山の噴火で堆積した
地層でサンゴやウミ
ユリなどの化石が多
数発見される、帝釈
台地で最も古い地層
である。 
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